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読んでみませんか？読んでみませんか？ ～新刊案内～～新刊案内～ お は な し 会お は な し 会

 

ブックステーションはびきのコロセアム　☎ 937-7210(火・木・金曜日　13:30～16:30）　　ブックステーション青少年児童センター　☎ 952-0032（月～土曜日　9:00～17:00）　 　
古市図書館　☎ 958-0050（水～日曜日　10:00～17:30）　

㈯

超未熟児で生ま
れ、小学校入学と
同時に始まったい
じめによって、不
登校になった少
年。彼に生きる希
望を与えてくれた
のが、俳句の世界
でした。

小林 凛／著 ブックマン社
ランドセル俳人の五・七・五

大森 兄弟／著 河出書房新社

ノーベル平和賞で世の中がわかる

わたしは妊婦

母になることの不
安、夫の優しさの影
に潜むエゴ…男兄
弟２人のユニット作
家が、体験できるは
ずのない妊婦生活
の「怖さ」を見事に
描いた作品です。

すいぞくかんのみんなの１日

マンボウ、ベルーガ、
ペンギン、カエル。人
気者の水の生き物た
ちは、どんな毎日を過
ごしているのかな？
ふだんは見られない
水族館の裏側をの
ぞいてみませんか。

松橋 利光／写真 
なかの ひろみ／文 アリス館

池上 彰／著 マガジンハウス

※図書館は月末日を除き、日曜・祝日
　も平常どおり開館しています。
※野々上東ブックステーションは3月
　末日をもって閉館しました。

子どもたちや高齢者の方に、楽しいおはな
しを届けるボランティアの入門講座です。

日時　1/24、2/14、2/28、3/14、3/28の
         各木曜日(10：00～12:00)
場所　中央図書館　会議室
講師　岸下　良子氏
　　（おはなしボランティアはびきの）
定員　１５人（先着順）
　参加ご希望の方は１月２２日（火）までに、
中央図書館へ電話またはご来館の上、お申
し込みください。

開館時間…10:00～18:00(※中央図書館は10:00～20:00)

丹比図書館 18：30 『大型紙芝居など』

はこちゃんの名
前は漢字で「葉
子」。男の子に
「葉っぱの子」と
からかわれた彼
女が、お母さん
に教えてもらった
その名前の由来
とは。

かんの ゆうこ／文  
江頭 路子／絵  講談社

はこちゃん

6月  2日㈰    陵南の森図書館 14：00

6月  8日㈯    羽曳が丘図書館 15：00

6月  9日㈰    陵南の森図書館 14：00

6月12日㈬    東部図書館       10：30

6月15日㈯    陵南の森図書館 15：00

6月15日㈯ 　古市図書館       15：00

6月16日㈰    陵南の森図書館 11：00（小さい子向き） 

                  11：30（少し長いお話を聞ける子向き）

6月22日㈯    丹比図書館       10：30

6月22日㈯    羽曳が丘図書館 15：00

6月23日㈰    陵南の森図書館 14：00

6月2日㈰、9日㈰、16日㈰、23日㈰

                  中央図書館       13:30

ストーリーテリング入門講座
講師　おはなしの森の皆さん
日時　5月27日・6月3日・10日・24日㈪10:00～　
　　　12:00（４回の連続講座のため、全て参加ください）
場所　ＬＩＣはびきの　２階　中会議室Ｂ
定員　20人（先着順・定員になりしだい締め切り）
申込　中央図書館にて受付（電話可）
主催　羽曳野市立図書館、羽曳野市子ども文庫連絡会

★中央図書館、東部図書館、丹比図書館の休館
　5月20日㈪～5月24日㈮、5月30日㈭～31日㈮　
★陵南の森図書館、羽曳が丘図書館の休館
　5月25日㈯～５月31日㈮　
★古市図書館、ブックステーションはびきのコロセアムの休館
　5月30日㈭～31日㈮

※月末日を除き、図書館は日曜・祝日も開館しています。
サラダボール

　先
せんじつ

日、大
だいがく

学時
じ

代
だい

の恩
おん

師
し

が長
ながねんつと

年勤めた

大
だいがく

学を退
たい

職
しょく

されたことを記
き

念
ねん

して、ホ

テルでパーティーが開
ひら

かれ、出
しゅっ

席
せき

して

きました。

　パーティーは、教
おし

え子
ご

を中
ちゅう

心
しん

に大
だいがく

学

関
かんけいしゃ

係者、知
ち

人
じん

など総
そうぜい

勢 100 人
にん

を超
こ

える

出
しゅっせきしゃ

席者で、終
しゅう

始
し

にぎやかに大
だいせい

盛況
きょう

でし

た。なかでも、恩
おん

師
し

に対
たい

する感
かんしゃ

謝の思
おも

いを伝
つた

えるため、出
しゅっせきしゃ

席者全
ぜんいん

員がステー

ジへ上
あ

がりそれぞれが言
こと

葉
ば

を贈
おく

る場
ば

面
めん

では、先
せんせい

生の人
ひとがら

柄がよくわかり和
なご

やか

な時
じ

間
かん

が流
なが

れていきました。

　贈
おく

る言
こと

葉
ば

の多
おお

くは、先
せんせい

生と過
す

ごした時
とき

の特
とく

に印
いん

象
しょう

に残
のこ

っている出
で き

来事
ごと

でした。

しかも、「学
がく

業
ぎょう

を頑
がん

張
ば

った。」や「研
けん

究
きゅう

のお役
やく

に立
た

てた。」ということよりも、

「趣
しゅ

味
み

や娯
ご

楽
らく

のことを多
おお

く教
おそ

わった。」

や「先
せんせい

生と一
いっ

緒
しょ

によくはしゃいだ。」

というような思
おも

い出
で

を語
かた

ることが多
おお

かったと記
き

憶
おく

しています。

　“趣
しゅ

味
み

や娯
ご

楽
らく

”などの思
おも

い出
で

が、会
かい

場
じょう

の雰
ふん

囲
い き

気を明
あか

るくするということ

もあるのでしょうが、忙
いそが

しい毎
まいにち

日や

自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

のことに多
おお

くの時
じ

間
かん

を割
さ

く

ことができない日
ひ び

々の中
なか

でも、その

記
き

憶
おく

は心
こころ

の中
なか

に深
ふか

く刻
きざ

まれているの

でしょう。

　しかし、隣
となり

で話
はな

す友
ゆうじん

人の印
いん

象
しょう

に

残
のこ

っている出
で き

来事
ごと

を、同
おな

じ場
ば

面
めん

にい

たはずの私
わたし

はすっかり忘
わす

れていまし

た。同
おな

じ場
ば

所
しょ

、同
おな

じ時
じ

間
かん

に同
おな

じ思
おも

い

出
で

を共
きょう

有
ゆう

していても、感
かん

じ方
かた

や記
き

憶
おく

の残
のこ

り方
かた

は人
ひと

によって違
ちが

うのだと思
おも

います。

　それぞれ感
かん

じ方
かた

が違
ちが

うにもかかわ

らず、恩
おん

師
し

はこれだけ多
おお

くの人
ひと

たち

に慕
した

われ、信
しんらい

頼されています。それは、

教
おし

え子
ご

たちの成
せい

長
ちょう

を願
ねが

い、卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

の将
しょう

来
らい

に思
おも

いをはせ、誠
せいしんせい

心誠意
い

接
せっ

してくれ

たその真
ま

心
ごころ

が伝
つた

わったからではないか

と思
おも

います。

　恩
おん

師
し

のように私
わたし

たち一
ひと

人
り

ひとりが、

日
にち

常
じょう

生
せいかつ

活の中
なか

で自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

のことと同
おな

じように、自
じ

分
ぶん

以
い

外
がい

の人
ひと

のことを考
かんが

え

行
こうどう

動することができれば、もっと豊
ゆた

か

な毎
まいにち

日になることでしょう。

　恩
おん

師
し

は最
さい

後
ご

のスピーチで、「今
こん

後
ご

は教
おし

え子
ご

の仕
し

事
ごと

を手
て

伝
つだ

い、自
じ

身
しん

が研
けん

究
きゅう

して

きた電
でん

子
し

工
こうがく

学の未
み

来
らい

のため、そして後
こうしん

進

の育
いくせい

成のために努
つと

める。」と語
かた

りました。

70 歳
さい

になる恩
おん

師
し

のような社
しゃかいこうけん

会貢献はで

きなくても、困
こま

っている人
ひと

がいればそっ

と手
て

を差
さ

し伸
の

べることのできるような、

自
じ

分
ぶん

なりに人
ひと

のことを想
おも

う生
い

き方
かた

をして

いきたいと心
こころ

から思
おも

いました。

        羽
は

曳
びき

野
の

市
し

人
じん

権
けん

啓
けいはつ

発推
すいしん

進 協
きょう

議
ぎ

会
かい

『 人
ひと

を 想
おも

う 』

平成24年度

情報公開制度および個人情報保護制度運用状況
　羽曳野市情報公開条例第20条および羽曳野市個人情報保護条例第39条の規定に基づき、情報公開
制度および個人情報保護制度の運用状況について、次のとおり公表します。

情報公開制度および個人情報保護制度運用状況
平成24年度

2． 実施機関別処理状況

市 長

議 会

教 育 委 員 会

選挙管理委員会

公 平 委 員 会

監 査 委 員

農 業 委 員 会

固定資産評価審査委員会
水道事業の管理者
の権限を行う市長

合 計
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実 施 機 関

区　　分

開示 部分
開示

存否
不応答

却下
（不存在）

却下
（対象外）

受付
件数

該当公文書
等数 不開示

1． 開示請求件数および処理状況

不服申立ての処理状況Ⅲ

個人情報保護制度の運用状況Ⅱ情報公開制度の運用状況 Ⅰ

該 当 公 文 書 件 数

開 　 示

部 分 開 示

開　示　率　

不 開 示

存 否 不 応 答

却 下（ 不 存 在 ）

却 下（ 対 象 外 ）

受 付 件 数

請 求 者 数

取 下 げ

87

49

15

77

21

53

0

0

3

0

100％

3． 不開示理由適用状況

0843439件　数 1

法令秘情報公安情報事務事業
執行情報

意思形成
過程情報法人情報個人情報

3． 実施機関別処理状況

区　　分 却下 棄却申立
件数

全部
認容

一部
認容

審理中 取下げ

公文書開示請求

保有個人情報開示請求

保有個人情報訂正請求

保有個人情報利用中止請求

合 計

0
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区　　分

4． 不開示理由適用状況

法令秘情報公安情報法人情報 評価判定
情報

事務事業
執行情報

意思形成
過程情報

00件　数 003 005

第三者
情報

本人利益
侵害情報

請求の区分

1． 保有個人情報開示請求等件数および処理状況
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0開示請求

訂正請求

利用中止請求

合 計

不開示
（拒否）

部分開示
（一部承認）

該当公文書
等数

存否
不応答

却下
（対象外）

0

0

0

0

却下
（不存在）

開示
（承認）取下げ請求

者数
受付
件数

2． 開示請求開示率　　100％   
　   ※開示率＝（開示件数＋部分開示件数）÷（該当公文書件数－却下件数）×100 

※開示率＝（開示件数＋部分開示件数）÷（該当公文書件数－却下件数）×100 

５． 個人情報取扱事務の件数　　  180件（平成25年4月1日現在）

処
理
状
況 開示拒否

市 長

議 会

教 育 委 員 会

選挙管理委員会

公 平 委 員 会

監 査 委 員

農 業 委 員 会

固定資産評価審査委員会
水道事業の管理者
の権限を行う市長

合 計
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実 施 機 関 開示 部分
開示

存否
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受付
件数

該当公文書
等数 不開示 却下

（不存在）
却下

（対象外）


